
郵　便　
は　が　

き

樋
脇
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
主
催
の｢

ぶ
ら
り
散
策
ひ

わ
き｣

に
妻
と
参
加
し
た
。
今
回
は

歴
史
の
あ
る
倉
野
地
区
が
中
心
。
日

本
で
倉
野
し
か
な
い
と
い
わ
れ
る
倉く

ら

野の

磨ま

崖が
い

仏ぶ
つ

梵ぼ
ん

字じ

な
ど
の
史
跡
を
訪
ね

た
。
驚
き
、
感
動
し
た
。

　

わ
ず
か
１
０
０
円
の
参
加
料
で
倉

野
の
歴
史
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
最
後
は
カ
レ
ー
や
名
産
の
団
子

で
お
も
て
な
し
を
受
け
た
。
倉
野
に

は
無
形
文
化
財
の
奴

や
っ
こ

踊お
ど
り

な
ど
も
あ
る
。

豆
腐
も
う
ま
い
と
聞
く
。
こ
れ
ら
の

財
産
が
地
区
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
福
丸
公
夫
・
64
歳
男
性
）

◆

　

楽
し
い
一
時
を
過
ご
さ
れ
た
よ
う

で
す
ね
。
樋
脇
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
以
外
に
も
各
地
区
で
地
元
の

良
さ
を
再
発
見
で
き
る
よ
う
な
催
し

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
足
を

運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
身
近
な
話
題
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
ペ
ー
ジ
で
す
。

　

広
報
室
で
は
、
お
便
り
、
絵
手
紙
、

写
真
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
出
来
事
な
ど
で

紹
介
し
た
い
・
伝
え
た
い
・
心
温
ま

る
話
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
に
つ
い
て
】＝

▼
お
便
り
＝
字
数
２
０
０
字
程
度

▼
絵
手
紙
・
写
真
＝
題
名
を
記
入

＊ 

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
・
ペ
ン
ネ
ー
ム（
記
入
が

無
い
場
合
は
、
実
名
で
記
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
）を
記
入
の
上
、

広
報
室
ま
で
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

文
章
は
、
必
要
に
応
じ
て
添
削
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

＊ 

投
稿
は
、
は
が
き
・
封
書
・
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
広
報
室
ま
で

＊ 

紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
投
稿
・
問
合
先
】＝
本
庁
広
報
室　

読
者
の
ひ
ろ
ば
係

（
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お便り
募集募集

　当コーナーにお便りなどが掲載された
皆さんへ、竹ノート（Ａ５判・非売品）を
プレゼントします。このノートは、中越
パルプ工業（株）川内工場様のご好意によ
るものです。お便りお待ちしています。

竹ノートを
プレゼント

　
　

近
年
、
見
か
け
な
く
な
っ
た
お

き
な
ぐ
さ（
翁
草
）が
家
の
近
く（
青

山
町
高こ

う

貫か
ん

）で
色
鮮
や
か
に
咲
い
て

い
ま
し
た
。

（
れ
い
ち
ゃ
ん
・
16
歳
女
性
）

お
き
な
ぐ
さ

仕
事
で
、
鹿
児
島
市
の
Ｍ
社
へ

行
っ
た
。
担
当
の
男
性
が

｢

Ｋ
で
す｣

と
言
っ
て
顔
を
上
げ
た
。

そ
の
途
端
、
30
数
年
前
の
子
ど
も
の

頃
の
思
い
出
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た
。

そ
う
、
近
所
の
習
字
教
室
だ
っ
た
。

特
に
一
緒
に
遊
ん
だ
わ
け
で
は
な

か
っ
た
が
、
見
覚
え
が
あ
っ
た
。
太

い
眉
、
く
り
っ
と
し
た
目
、
雰
囲
気
。

ほ
ぼ
あ
の
ま
ま
だ
。
彼
は
私
の
こ
と

を
覚
え
て
い
る
様
子
で
は
な
か
っ
た

が
、
懐
か
し
い
あ
の
頃
を
思
い
出
し

て
、
温
か
く
な
っ
た
。
巡
り
合
わ
せ

の
不
思
議
を
感
じ
た
日
だ
っ
た
。

 

（
Ａ
Ｔ
・
45
歳
女
性
）

◆

　

子
ど
も
の
頃
の
知
り
合
い
と
会
う

と
、
一
瞬
だ
け
昔
に
戻
っ
た
よ
う
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
忙
し
い

日
々
の
中
で
、
幼
い
頃
に
思
い
を
馳は

せ
る
貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

正
直
じ
い
さ
ん
灰
ま
け
ば
…
。

こ
の
歌
を
連
想
す
る
光
景
が

あ
る
。
水
引
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
庭
に
あ
る
巨
木
が
そ
れ
だ
。

樹
齢
約
１
０
０
年
と
い
わ
れ
て
い
る

イ
チ
ョ
ウ
で
根
の
周
り
３
ｍ
。
高
さ

10
ｍ
の
所
で
剪
定
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
上
下
か
ら
２
本
の
桜
の
枝
が
伸
び
、

１
本
は
剪
定
さ
れ
、
１
本
だ
け
残
り
、

今
年
も
花
を
咲
か
せ
た
。
４
月
に
は

葉
桜
に
変
わ
り
、
イ
チ
ョ
ウ
も
芽
吹

い
て
葉
が
繁
茂
す
る
。
風
か
鳥
の
体

内
の
落
と
し
も
の
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

他
の
地
に
も
同
様
の
現
象
が
あ
る
と

聞
く
。
珍
し
い
光
景
だ
。

（
草
水
の
ド
ン
ガ
メ
・
76
歳
男
性
）

◆

　

イ
チ
ョ
ウ
の
木
に
１
本
だ
け
咲
く

桜
も
す
て
き
で
す
ね
。
違
う
木
か
ら

芽
を
出
し
、
成
長
す
る
姿
は
自
然
の

力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

秋
に
は
黄
色
い
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
で

覆
わ
れ
、
１
本
の
木
で
２
つ
の
季
節

の
風
物
詩
を
堪
能
で
き
ま
す
ね
。
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支 所に配属になり、また広報の担当になって２年目を迎
えました。土地勘も、知り合いもなく最初はとにかく

不安でしたが、取材先でも地元の方々が温かい言葉をかけて
くださったり、優しく接してくださり、本当に感謝の気持ち
でいっぱいです。今年も樋脇の出来事をたくさんお伝えでき
たらと思っていますので、どうぞよろしくお願いいたします。

（原田）

新年度がスタートし１ヵ月。わが家では、小学校に入学
した長女を毎朝７時に家族全員で見送るのが日課です。

４月から私も広報マン１年生として、慣れないカメラ、活字
たちと奮闘の日々!?が続いています。職員として、市民と
して、子を持つ親として、様々な視点で物事を見つめ身近な
話題や情報をお届けできるよう頑張りたいと思います。

（堀之内）

やくしょにコール

担当者の声

◎表紙の説明

田の神戻し　　～１年１度のお引越し～

　４月10日（火）、祁答院町藺牟田地区で｢田の神戻し｣が行われ
ました。田の神戻しは、集落の新婚夫婦が１年間、田の神を預か
り、毎年春（４月）に引越しをさせる伝統行事で、子孫繁栄、無病
息災、五穀豊穣を祈ります。田の神の分身に扮した青年達は、ヘ
グロ（すす）で顔を真っ黒に塗り、踊りを披露し、見物人にもヘグ
ロを塗り付けます。ヘグロをつけられると、その年は幸せになる
と伝えられています。

東日本大震災の義援金を
　　　　　　　受け付けています

　東日本大震災の被災者に対する義援金箱を市役所本庁（２階
ロビー）・各支所、市社会福祉協議会本所・各支所に設置してい
ます。皆さまのご協力をお願いいたします。なお、４月18日
（水）までに寄せられた義援金額は50,389,921円です。
　また、現在、電話やメールによる義援金詐欺が発生してい
ます。義援金や募金をされる際には、十分ご注意ください。
【問合先】＝■本庁障害・社会福祉課社会福祉グループ
　　　　　　 （23）5111（内線2171）
　　　　　　および各支所市民生活課
　　　　　■市社会福祉協議会　本所
　　　　　　 （22）2355
　　　　　　および各支所
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